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★沼津リバーサイドホテル
★13：00点鐘
★Intercity Meeting
　沼津ロータリークラブ

次　回
２月24日の
例　会
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●例　会　場／東山荘　●開 会 点 鐘／12：30
●ロータリーソング／我等の生業
●内　　　容／
　リコー環境事業開発センターの取り組み
　～エコガーデンシティ構想実現に向けて～
　株式会社リコー
　環境事業開発センター　事業所長　出口裕一様

第2550回　例会プログラム

●会員誕生日／
　２月18日　高村繁男君　２月23日　山口幸男君
●夫人誕生日／
　２月20日　望月　茂君　ご夫人　奈保美様
　２月23日　勝又重春君　ご夫人　佳代子様
●結婚記念日／
　２月16日　大胡田明寿君　幸子様　ご夫妻
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２月は平和と紛争予防／紛争解決
月間（Peace and Conflict Prevention/Resolution 
Month）
　2014年10月ＲＩ理事会は、２月を重点分野：「平和
と紛争予防／紛争解決月間」とした。紛争予防と仲裁
に関する、若者（将来にリーダーとなることが望まれ
る人）を対象とした研修の実施、紛争地域における平
和構築の支援、平和と紛争予防／紛争解決に関連した
仕事に従事することを目指す専門職業人のための奨学
金支援を強調する月間である。
ロータリー創立記念日（Rotary's　Anniversary 
Day）と世界理解と平和の日（World Understanding 
and Peace Day）
　1905年２月23日は、ロータリーの創始者ポール・
ハリスが、友人３人と最初に会合をもった日であり、
この２月23日を祝う創立記念日は、「世界理解と平和
の日」として順守されている。この日、各クラブは、
国際理解、友情、平和へのロータリーの献身を特に認
め、強調しなければならない。

　ロータリーでは、争いを生みだす根本的な原因、つ
まり貧困、不平等、民族対立、教育の欠如、資源の不
等分配などの問題に取り組むプロジェクトに加え、相
互理解を育み、当事者間で争いを解決するためのスキ
ル研修も実施しています。
　また、各地のクラブによって次のような活動が実施
されています。
１．平和を願う植樹プロジェクト
２．少数グループや移民を対象とした異文化理解プロ

グラム
３．国際理解を目的とした海外クラブとの交流会
４．小中学校でのいじめ防止プロジェクト
５．青少年の思いやりの心を育てる情操教育プログラム
　また現在、ロータリー平和フェローシップの申請に
向けた候補者との面接や準備が、各地で開始されてい
ます。
ロータリアン行動グループ
　平和のためのロータリアン行動グループは、世界平
和に貢献したいと願うクラブのために、平和構築プロ
ジェクトのリソース・支援を提供してい
ます。
　家族の安全ロータリアン行動グループ
は、家庭内暴力の問題に取り組むプロ
ジェクトを計画しているクラブ・地区を
サポートしています。
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※やむを得ず欠席される方は、午前９時50分までにご連絡下さい。

林　準君・勝又英和君・齋藤　保君・若林洋平君

56名 53名 49名 92.45％ 100％

会員数 出席者数 暫定出席率出席計算に
用いた会員数

前々回の
確定出席率

欠席者（４名）

2/7の出席報告 1/24のメーキャップ
１月16日
１月24日
１月26日
１月30日
１月30日
２月１日
２月２日
２月６日
２月６日

長 泉 Ｒ Ｃ
大 阪 Ｅ ク ラ ブ
地 区 青 少 年
大 阪 Ｅ ク ラ ブ
三 島 Ｒ Ｃ
せせらぎ三島ＲＣ
北海道Ｅクラブ
大 阪 Ｅ ク ラ ブ
愛 知 Ｅ ク ラ ブ

鈴木善明君
若林洋平君
神谷高義君
勝又博文君
勝又敏雄君
井上　元君
戸栗太平君
豊山　篤君
山口幸男君

沖縄伝統空手と地方創生
～海外指導でみつけた、
　日本人が気づかないそのポテンシャル～

海 外 指 導

イ ン ドスロバキア

佐 藤 哲 治 様

沖縄空手道拳法会
静岡支部長

　空手と言えば日本発祥の武道。2020東京五輪にも採
用される中、空手の盛んな御殿場市は「空手のまちづ
くり」による地域活性化に取り組んでいるようです。
　今回は、競技スポーツとしての空手道とは一味違っ
た、発祥の地沖縄の伝統空手を通じ、競技とは別の角
度から、その地域活性化ポテンシャルについて紹介し
ます。
　私が師匠に同行し海外指導に訪れたのは、ハンガ
リー、スロバキア、インドです。海外の沖縄伝統空手
への関心は高く、ハンガリーでは一回の講習に各国か
ら100名以上の参加がありました。こうした欧州指導
は、長く競技空手王者として活躍した、ハンガリー剛
柔流空手道協会ラースロー会長の招聘によります。現
在彼は、発祥の地の空手を求め、毎年各国の弟子達と
共に沖縄を訪れています。
　しかし、競技で頂点を極めたラースロー氏、その点

で日本に勝るとも劣らないスキルを持つ彼が、なぜ遠
く沖縄を訪れ、また我々を招くのでしょうか？
　彼自身多くの弟子を持つ中、考えたようです。若い
弟子は競技から多くのことを学ぶ。一方、競技を引退
したり30歳を超えて空手を始める人には何を指導した
らいいのか？この疑問は発祥の地沖縄の空手の追究に
繋がりました。失われつつある空手本来の技術が発祥
の地には残っており、あまりに奥深い。ラースロー同
様、世界中の空手を愛する人達がこれに気づいた。そ
してその需要は日本本土の人が想像しない程大きいと
いうことです。
　沖縄県も空手振興課を設け、空手による地域振興に
力を入れています。2017年沖縄を訪れた観光客数は、
翌年２月発表暫定値でハワイを超えました。私も沖縄
を行き来する中、空手の貢献度は小さくはないと感じ
ます。
　しかし、沖縄伝統空手を愛してやまない海外の愛好
家達にも悩みがあるようです。実際にラースローから
相談を受けたことですが、彼らは空手の神髄を学ぶた
めずっと発祥の地を訪れたい。しかし、はるか遠く日
本本土にフライト、更に沖縄へ乗り継ぐのは厳しい面
もある。そこで、東京に近い御殿場で稽古をつけてい
ただけないか？
　羽田空港から至近、富士山の麓に見どころ満載、そ
の上空手が盛んとなると、御殿場は世界の愛好者に
とって、とても魅力的に映るでしょう。空手で地域を
元気にできたら幸せです。


